
第６２回 北九州市福祉有償運送運営協議会 議事録 

 

日 時：令和６年１１月７日（木）１5：００～１5：45 

場 所：北九州市立福祉会館８階 ８１・８２会議室 

 

出席者：構成員９名（敬称略） 

会長：岡田 和敏（西南女学院大学）、副会長：貞包 健一（北九州タクシー協会）、

進藤 健治（北九州市都市交通政策課）、古賀 由美子（北九州市障害福祉団体

連絡協議会）、田代 久美枝（認知症・草の根ネットワーク）、東 貴教（（代理）福岡

運輸支局）、中村 朗（自交総連福岡地方連合会）、原口 文明（西鉄バス北九州

㈱）、田津 真一（北九州市地域福祉推進課）  

      

（事務局）糸長、平田（北九州市地域福祉推進課） 

 

 

議題１ 福祉有償運送実施団体の変更に関する協議・報告事項について  

 

事務局から、福祉有償運送実施団体（１１団体）の変更に関する協議・報告事項について説

明を行い、構成員の意見及び承認を得た。 

 

【質疑応答】 

（構成員）資料のなかで、運転協力者が増加しているのに、運転者名簿が添付されていない

団体がある。また、別の団体の資料で運転者名簿の年齢欄が非表示となっている

ものがある。名前や住所など個人情報は隠していると思うが、年齢は隠さなくても良

いのではないか。 

（事務局）まず、最初の団体の運転者名簿については、事務局に提出いただき内容確認は済

んでいるが、資料に添付するのが漏れてしまったようだ。今後は漏れのないように徹

底する。また、非表示とする項目についても統一して作成したい。 

（構成員）利用会員名簿に利用目的を通院とだけ書いているところは、他の用途では利用して

いないのか。また昨年度、新規登録された団体のその後の状況についても、分かる

範囲で教えて頂きたい。 

(事務局) 利用会員名簿については、主な利用目的を書いているのでその他にも利用している

ケースもあると思う。団体によって書き方にバラつきがあるので、実情については１１

月半ばから行う実地調査で確認したい。新規団体の現状については、実地調査で

詳しく聞き取り等を行う予定であり、次回の運営協議会で報告したい。 

 



議題２ 福祉有償運送実施団体の上半期報告について  

 

事務局から、福祉有償運送実施団体（１２団体）の令和６年度の上半期報告を行い、構成

員の承認を得た。 

 

【質疑応答】 

（構成員） 活動状況報告書の延べ輸送時間の書き方について、時間単位でしか記載してい

ない団体と分単位まで記載している団体があるので統一した方が良い。また、利用

者退会の理由欄や、月別報告書の点呼欄などの記載内容が分かりづらい箇所が

ある。 

（事務局） これまでは書き方を各団体に任せていたところがあるので、今後は見直しをしてい

くこととする。 

（構成員） 以前の運営協議会などで、各団体の運営が非常に厳しいとの発言があったと思う

が、現状が分かれば知りたい。 

（事務局） 実地調査で聞き取り等を行い次回の運営協議会で報告をしたい。 

 

 

以上。 

閉 会  

 


